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【巻頭言】2年間の活動総括

 
2011年 2月 19日に開催された 

かわごえ環境フォーラム「かわごえカフェ」 
 

 
かわごえ環境ネット 10周年記念 

「川越の自然」 

	
 現理事は、まもなく 2年の任期を終えます。本会の活動に

ご理解、ご協力をいただき、まことにありがとうございまし

た。急きょ巻頭言を書くことになりましたので、ここで理事

長として 2年間の活動を総括したいと思います。 

	
 この 2 年間は、ちょうど本会設立 10 周年記念事業の 2010

年度にあたり、かわごえ環境フォーラムにおける「かわごえ

カフェ」と記念出版である『川越の自然』がたいへん意義の

ある活動となりました。これらの活動を挟んで東日本大震災

が発生し、遠い前のことのようにも思えますが、まだ 1年と

少ししか経っていません。 

	
 この活動がきっかけとなり、さまざまなところでワールド

カフェ形式の話し合いが行われることになりました。また、

記念出版によって、川越の自然に対する市民の関心が高まり

ました。 

	
 ちょうどこれらの活動に前後して、「第 12回さいたま環境

賞（県民部門）」を受賞することができ、川越市での活動を埼

玉県中に広げることができました。 

	
 これらの成果を糧に、今後も川越市の望ましい環境像実現

のために、協働による事業を推進してく所存です。 

 

かわごえ環境ネット理事長	
 小瀬博之 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2012年 5月号	
 No.067 

- 2 - 

松尾国忠さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（43）
	
 今回の個人会員訪問は、4人目の訪問連絡で快諾が得られま

した。日程、時間、活動等の打ち合わせがあった方からお会い

していますが、松尾さんは、「あっ・・・いいですよ」のご返

事がすぐに出てきました。お住まいを聴くと私の家近く、的場

1丁目でした。近くのジョナサンでコーヒーを飲みながらの地

域環境活動がお聴きできました。 

	
 「的場にはどのくらいお住まいですか。」が初対面での会話

になりました。「食品関係の仕事で、川越に営業拠点を作る社

命が出て、柏市から通勤して川越で働きました。」「川越の街が

気に入り的場に昭和63年に転居してきました。24年間の川越

住まいです。」「かわごえ環境ネットの会員には、設立と同時の

平成12年に入会をしています。」私と同じときからの会員。お

会いする機会がありませんでしたが、打ち解けての聴き役がで

きると感じました。名刺を頂くと「自然環境と健康を守る」日

の出健康クラブ代表と書かれている。「日の出・・・健康を守

る・・・どのようなことなのですか。」「環境良きところで日の

出、朝日を見よう」「日の出の太陽エネルギーを浴びて・・1

日の始まりとする。」「健康に過ごすにはどのようにしたら良い

のか。」「医者だけでは、健康にはならない。治癒力を高めて、

自分で健康になる。」「免疫学の考えです。」情熱のある言葉が

次々と出てきました。「環境活動は、どのような事を取り組ん

でいますか。」 

 
生活環境を良くする商品との出会いから広めています 

	
 名刺裏には、(財)埼玉県生態系保護協会指導員と書かれてい

る。「大宮にある埼玉県生態系保護協会に 2年通って指導員に

なりました。」「しかし、生活環境にも興味を持ち、体にいいも

のを見つけ出し、人に勧める活動をはじめました。」「スーパー

マイナス水素とか、植物醗酵酵素で体から出る活性酸素を抑え

中和する。岩盤浴マット」等々、すぐには理解できない名称が

飛び出てきて、メモの手が止まってしまいました。「私は、人

の環境によいものを勧めています。」様々なパンフレットを鞄

から出しての説明は、熱意のある話になって来ました。「松尾

さん・・・商品説明をお聴きに来たのではありません。」「松尾

さんの環境活動がお聞きしたいのです。」「私の環境活動は、人

が未だ知らないことを見つけ出し教えることなのです。」「それ

が、その人の生活環境、社会環境を良くすることになります。」

「今、多くの方に知ってもらいたいものは、害虫駆除の消毒法

が、薬品噴霧で駆除するものでなく、完全気化させて、駆除す

る方法のことなのです。」「薬品噴霧は残留毒性があります。」

「直接虫にあたるウエット方式の噴霧剤でないと駆除できな

い。」「幼児のいる部屋の中では、禁止ものですね。」「食堂など

では、食器に付着するので、食器片付が必要で、食事作りの厨

房では、たいへんな作業になっています。」「ゴキブリ退治には、

毎月やっても完全駆除ができていない。」「ドライシステムを使

って駆除すると、食器には付着しない。室内に隠れたゴキブリ

も退治できる。」「私の環境活動は、厨房の害虫駆除はドライシ

ステム使って、環境をよくすることを広めることなのです。」

「もちろん家庭内のゴキブリ、害虫駆除にもお勧めなのです。」

「ドライシステムは、画期的な害虫駆除システム」「マットに

浸みこませた薬剤を蒸散ガス化させ、部屋全体に隅々までにフ

ァンモーターで殺虫ガスを送り込む」「隠れた虫、ダニ、ハエ、

カ、にも効果が出てきます。」「通常の噴霧殺虫剤は、部屋の資

材も汚してしまい、生活環境を悪化させます。」「幼児、高齢者

のいる家では、使ってほしくないものです。」 

 
害虫駆除の決定版・・・のパンフレット 

	
 次々に出てくる熱意のこもった言葉には、生活環境を守る意

識が表れていました。「よくわからないことがあります。何か

パンフレットありますか。」とお聴きすると、「車の中にありま

す。」と席を立ち車のところで出されたのが、G-BOX害虫駆除

のパンフレットでした。自然環境と健康を守る日本エコロジー

埼玉の名称が記載されていました。環境にいい商品と出会い広

めて行く、個人で行っている生活環境活動のお話が伺えました。 

（2012年 4月取材	
 理事・広報委員：金子晃） 
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会員の松岡壽賀子さん「第 13回さいたま環境賞」受賞 社会環境部会

 
上田清司埼玉県知事から表彰を受ける松岡壽賀子さん 

	
 平成 24年 3月 21日、埼玉県知事公館におい

て埼玉県、テレ玉、埼玉県地球温暖化防止活動

推進センター主催により「第 13回さいたま環境

賞」表彰式が行われました。 

	
 授賞式では、上田知事より賞状が渡されまし

た。応募件数は 51 件あり、11 件の県民部門が

受賞されました。審査委員長である水口芝浦工

業大学教授のお話では、審査基準もこれまでよ

り 2項目増やして 8項目で審査し選定されたと

のことでした。 

	
 個人としてただ一人、松岡壽賀子さんが「み

んなが幸せな社会・永続可能な社会をめざして

－より真剣に、楽しく・仲良く CO2削減―1999

年～5 人家族の環境家計簿－」で受賞されまし

た。取組としては、毎年開催されたイベントな

どへのパネル展示や説明、レポート投稿などで

の参加、公民館などでの環境講座の講師が受賞

の理由でした。授賞式に先立ち環境部長の高橋

さんより、埼玉県より 310km離れた岩手県野田

村の東日本大震災で生じたがれき受け入れをこ

のほど決定したと説明がありました。セメント

の製造 に利用することが目的だそうです。がれ

きはチップ化してトラック～JR コンテナ～ト

ラックで焼却場に運び入れるそうです。各積み

替え時に放射能の測定を行い、その都度安全確

認を行って焼却するので県民の理解をお願いし

たいとのことでした。なお、川越市議会も、東

日本大震災で発生したがれきの受け入れを表明

することを市に要請する決議を全会一致で可決

しました。

 

かわごえ環境ネットの活動報告

池辺公園保全活動（キツネノカミソリの株分け） 自然環境部会

	
 3月 16日（金）の午前 9時より池辺公園にお

いて、恒例となったキツネノカミソリの株分け

作業を行いました。当日は、他の行事と重なっ

た方が多く、参加者は菅野、福井、大辻の 3名

でしたが、100 株を分球して移植しました。以

下にその作業状況を報告します。 

（記事及び写真：大辻晃夫） 

 
大きく育った株の分球作業中 

 
分球した球根の移植作業中 

 
昨年移植した株も 

元気に芽を吹きました 

 
アズマイチゲの新芽が顔を見せました。

開花が待ち遠しいです。 
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会員の活動報告

「水と緑のサイクリング探訪」最終回・小畔川をめぐる クリーン＆ハートフル川越

 
吉田橋から見る遊歩道 

 
工事を PRしている看板 

 
美化活動を PRしている 

 
川道も見えないほどの中洲 

 
灌漑用のラバー堰堤で取水 

 
工事の足場も取れた「ぴこあ」 

 

	
 埼玉県が「川の再生事業」として取り組んで

きた「水辺再生 100プラン」の川越地域での最

後の工事が、小畔川の御伊勢橋から高橋の間で

行われ、6 月いっぱいに完成の予定で進められ

ています。 

	
 4月 21日の曇天のなか、西文化会館から小畔

川に向かいました。東上線の鉄橋脇から下流の

両側とも、堤防の上が舗装されて快適なサイク

リング道路になっています。しかし川岸は整備

されずに草と雑木で覆われています。 

	
 東上線からの上流は、川道の両側に遊歩道が

設けられ、散策とジョギングに励む市民に出会

いました。吉田橋、高橋と通って、「水辺再生 1

00選工事」の現場に着きました。地元の自治会

や環境団体などとの話し合いで工事計画が決ま

り、安全な遊歩道の整備や、魚の棲める瀬や流

れの整備など、工事の目的を PR した広報板が

立てられていました。御伊勢塚公園、となりの

小畔水鳥の郷公園とともに、自然を生かした市

民の憩いの場所として親しまれます。流れてい

る水はもう少しきれいになってほしいと思いま

した。子どもらが間違って飲んでも大丈夫な程

度まできれいにしたいものです。上流の河川浄

化がカギとなります。 

	
 御伊勢橋の上流の右岸に、地元町会で作った

「伊勢原 8地区協議会」で、河川の美化活動を

行っている看板がありました。周辺のごみ拾い

とともに、花壇が整備されていて、芝桜がじゅ

うたんのように咲いていました。 

	
 関越道の手前で北小畔川と南小畔川に分かれ

ます。霞ヶ関小学校の裏を流れますが、「川の教

育」の参考になるような姿ではありませんでし

た。JRの下、日高街道下までは、川道が隠れる

ほどの草と雑木に覆われていました。 

	
 北小畔川は、灌漑用にエアブロック方式のラ

バーの堰堤が何箇所かに作られ、用水路に分水

されていました。最後に、資源化センター横の

なぐわし公園のオープン間近い「PiKOA（ぴこ

あ）」を撮影して終わりました。 （武田侃蔵） 
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若い力が「まち美化」に参加 クリーン＆ハートフル川越

1. 高校生 4人が春休みに応援 

	
 3月 24日の第 4土曜日、かわごえ環境ネット

のホームページに載っていたごみ拾いに参加し

たいのだがとの連絡を 1週間前に受けました。

高校生 4人での参加でした。当日、川越駅東口

交番前で落ち合い、こちらの大人と 1人ずつ組

んで、4コースに分かれて本川越駅まで、1時間

半のごみ拾いを行いました。 

	
 市民モラルの向上と啓発についての意見交換

もあわせて行い、老人たちのグチも聞きながら

の、貴重な活動でした。終わって学校名と名前

を聞きましたが、栄北高校生で、上尾やさいた

ま市から交通費をかけてのボランティア活動で

感謝いっぱいでした。 

 
拾ったごみを前にパチリ 

 

2. GWを前に親子でごみ拾い 

 
トングを手に親子記念に 

	
 3連休が始まる 4月 28日の第 4土曜日、小学

生を連れた親子 3組が飛び入り参加してくれま

した。実際にトングを持って八幡通りから本川

越へとごみ拾いに参加、道行く人らから褒めら

れたとのことでした。「俺らは捨てないけど、大

人が駄目だ」との鋭い感想でたじたじでした。

（武田侃蔵） 

 

川越市・近隣市・流域の話題

第 6回川越市廃棄物減量等推進審議会を傍聴して
	
 昨年 8月 22日に市長から出された「家庭ごみ

の処理費用の公平化を図るための有料化」対策

についての審議が 5回にわたって開かれました。

第 6回目の 4月 13日は、今までの審議を整理し

て中間報告にまとめ、今後は幅広く市民の意見

を聞いて再度審議することになりました。 

	
 報告の骨子は、①対象は家庭の可燃ごみ②指

定袋方式③1 枚目からの単純比例方式④4 人家

族 1か月 500円程度の負担⑤1L当たり単価 1.5

円⑥大・中・小の 3袋⑦市内スーパー等で販売

⑧収入の使途はごみ減量の啓発費にとまとまり

ました。 

	
 今後、市民の意見を幅広く吸い上げますが、

皮切りに、6 月中旬に、環境推進員 100 人を対

象に講演とワークショップ方式での意見聴取を

行います。続いて、6～8月にかけて 100人の公

募市民によるワークショップ、インターネット

による意見公募と、市民参加による意見の吸い

上げを予定しています。    （武田侃蔵）
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4月 29日の新河岸川の話題

 
屋台なども出てにぎやかに 

 
両岸の景色を眺めながら	
 

 
列を作って待つ船着場に 

1.	
 旭橋で「舟乗り体験」	
 

	
 旭橋で「舟乗り体験」が行われました。木造

の高瀬舟 2隻を持つ新河岸商栄会と地元自治会

で、恒例の春の舟乗り体験を行いました。旭橋

たもとの船着場から橋をくぐって 200メートル

上流までで折り返すコースで、ライフジャケッ

トを着て 7～8人が乗りました。ざっと 300人が

乗り、ボランティア船頭さんも大汗でした。

 
白畑副知事のあいさつ 

 
環境団体の写真も展示 

 
遊歩道を散策する市民 

2.	
 養老橋付近の「水辺再生」完成式	
 

	
 埼玉県が進めてきた「水辺再生 100プラン」

事業で、新河岸川関係の最後の工事となった養

老橋付近の工事が終わり、29 日 10 時から近く

の空き地で完成式が行われました。川越県土整

備事務所やふじみ野市、市民団体など多くの関

係者が集まりました。福岡河岸記念館のすぐ下

に船着場が作られ、上流や下流に遊歩道が整備

され、市民が朝早くから散策していました。 

	
 今後、この水辺の管理を、市民団体の「舟運

ふじみんの郷」が行うとの協定が県と交わされ

ました。川越の旭橋の船着場は、河川改修と橋

の架け替え工事の際に地元要望で 7年前に作ら

れましたが、当時は「水辺再生」などの視点も

なく、遊歩道などの周辺整備はなされませんで

した。今後は、養老橋の整備を参考に、旭橋周

辺の再整備とともに、旭橋から養老橋まで舟で

往復する企画が待たれます。 （武田侃蔵）

近隣市の環境月間の企画

▽所沢市	
 例年通り、市役所 1階フロントで「環

境啓発展」を 6月 18日から 22日まで実施。 

▽狭山市	
 NPO 法人さやま環境市民ネットワ

ークと協働で、市役所 1階フロントで「環境啓

発展」を 6月後半に予定。 

▽入間市	
 6月 17日（日）環境フェア、入間市

産業文化センターで市民の関心を集めている放

射能問題についての啓発講演会を午前に予定。

▽富士見市	
 ①“ごみ減らし隊”チャレンジモ

ニター募集。6月 27日と 7月 7日に説明会。「カ

ラット DE 水切り・ごみ減量・堆肥化」等。夏

休みの自由研究に最適と親子参加を呼びかけ。

②隣接のふじみ野市、三芳町の諸団体で作る東

入間エコウェーブ 2012実行委員会による「省エ

ネと地球温暖化防止」呼びかけ運動を 6月下旬

に実施。昨年はキャンドル等の啓発物配布。 
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▽ふじみ野市	
 10 月 20 日の「環境フェア」に

向けて諸準備を進めています。 

▽鶴ヶ島市	
 ①環境月間啓発展示を6月8日～2

2日、市役所 1階ホール②第 64回リサイクルマ

ーケット 6月 10日市役所来庁者用駐車場。あわ

せて、エコファーマーによる野菜や花の販売、

ソーラークッキング実演、緑のカーテン用苗の

配布等③「キャンドルナイト in つるがしま」6

月 21 日市民の森 5 号、22 日市民活動推進セン

ター、23日農業交流センターと若葉駅西口広場 

▽坂戸市	
 6 月の市広報誌で 4 ページの啓発特

集を予定。また、6 月 3 日（日）には、伊豆の

山自治会主催の「チャリティーフリーマーケッ

ト」を開き、環境部の職員も参加して環境紙芝

居や啓発パンフを配る予定。 

（武田侃蔵）

理事会・専門委員会からの報告

理事会

	
 2012（平成 24）年度第 1 回理事会を 4 月 17

日（火）13:00-15:00に、第 2回理事会を 4月 2

5日（水）9:00-11:30に福田ビル 3階会議室にて

開催しました。2 回にわたり、総会議案書の作

成を中心に審議を行い、内容がほぼまとまりま

した。総会議案書は 5月中旬までに会員に送付

する予定です。    （理事長	
 小瀬博之） 

 

社会環境部会

	
 4月の例会は、13日（金）に福田ビル 3階会

議室にて、11名の出席者にて開催しました。 

	
 冒頭、会員の松岡さんが 3月 21日知事公館に

おいて「さいたま環境賞」を受賞されたことを

報告しました。 

	
 次に、平成 24年度の部会事業計画について討

議しました。基本方針として全員で取り組む環

境講演会、施設めぐりに力を入れること、そし

て各々の活動は、リーダーを決め市民活動につ

ながるように行政、他団体等と連携して積極的

に推進することにしました。 

	
 今年度は、社会情勢から経済的で、環境にや

さしい、エコライフなどが求められていますの

で、ニーズに合ったテーマを持って活動して行

くことにしました。 

	
 また、「川の国応援団」（小学生の水遊び支援、

生き物調査、川のごみ清掃などの活動）の県へ

の登録案について具体的な活動方針をまとめ理

事会に図ることにしました。川の活動やクール

スポットとしての市民の森の活用などについて

は、自然環境部会と連携して進めることにしま

した。   （社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 

自然環境部会

	
 4月定例会は、福田ビルにて 10名の参加で開

催されました。 

	
 メインテーマは今年度の事業計画策定で、前

回会員から提案された内容をさらに検討し、ほ

ぼ確定しました。年々やせ細っていく川越の自

然環境に対峙するため、生物多様性保全の観点

から生物調査、保全活動を展開するのが骨子で

す。県民参加モニタリング調査を今年度も継続

していくことが決まりました。 

	
 報告事項としては、池辺公園植物調査（4/3）、

「（仮称）川越市森林公園」計画地保全活動（3

/16、3/21、3/26）、同植物調査（4/9）、「2011 年

度の蝶の調査結果」がありました。 

（自然環境部会代表	
 賀登環） 
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おしらせ

【会員のみなさまへ】総会（5月 26日）のご案内と会費納入のお願い
	
 5月 26日土曜日 10:00-11:30に開催される 20

12（平成 24）年度総会についてご案内していま

すが、総会の出欠をご返信いただいていない方

は、総会通知に同封した返信用はがきを用いて、

早期にご連絡ください。また、総会終了後（12:

00-13:30）に懇親会（会費 1,500円を予定）をど

んぐりの樹で開催しますので、ぜひご出席くだ

さい。 

	
 年会費の納入は、個人会員 1,000 円、団体会

員（民間団体、事業所、川越市）は 2,000 円で

す。5月 25日（金）までにゆうちょ銀行の口座

［口座番号 00180-2-13880（ゆうちょ銀行以外か

ら振り込む場合は、ゆうちょ銀行 〇一九支店 

当座 0013880）, 加入者名：かわごえ環境ネット］

にお願いいたします。振込方法によって手数料

がかかります。

川の一斉水質調査を 6月 3日に実施、参加者募集
	
 6 月 3 日（日）午前、全国一斉に川の水質検

査が行われます。かわごえ環境ネットも毎年参

加し、入間川、荒川、新河岸川、小畔川の各地

点を分担して水を採取、簡易測定による水質を

報告しています。 

	
 荒川、入間川、小畔川の荒川流域については、

例年通り NPO 法人荒川流域ネットワークが主

催する調査に登録して試薬配付を行います。新

河岸川に関しては、新河岸川水系水環境連絡会

が流域各地点の調査結果をまとめて発表してい

ますが、前年度の資料では、川越地区の調査地

点が空白でした。今年は新河岸川、九十川、不

老川、久保川の川越市内に関しては、新河岸川

水系水環境連絡会の調査に参加することにしま

した。双方は調査方法が若干異なります。 

	
 これらの試薬を各団体から事前に受け取り、

本会では、5 月 29 日（火）の 15:00-16:30 また

は 17:30-19:00の間に、北公民館 1階で調査の分

担や試薬の配布等を行います。2人 10組くらい

の編成で行いたいと思いますので、参加希望の

方は武田（携帯 090-2521-5770）までご連絡くだ

さい。 

6月環境月間啓発展を 6月 16・17日につばさ館で開催
	
 6 月は全国で「環境月間」として啓発活動が

行われます。近隣の所沢市、狭山市、入間市な

ども「環境啓発」のイベントを準備しています。

川越市でも、例年、小中学生の環境ポスター展

を行っていました。今年は川越市制 90周年です

ので、ポスター展に加えて環境問題の「啓発展」

を 6 月 16（土）・17（日）の両日に、環境プラ

ザ（つばさ館）を会場に行政との併催で実施し

ます。隣接するなぐわし公園の温水プール施設

も、8 月オープンを前に、愛称も「PiKOA（ぴ

こあ）」と決まりましたので、その紹介も兼ねて、

資源化センターの見学も合わせて市民に親しま

れる「啓発展」への開催へと進めています。 

	
 詳細は次号に掲載します。

ビッグサイトの環境展見学会

	
 5 月 22 日から 25 日にかけて、東京有明のビ

ッグサイトで開かれている「2012NEW環境展」

「2012地球温暖化防止展」を有志で見学します。 

	
 5月 24日（木）8:30川越駅東口集合。午前は

集団で見学。午後は自由参観。16:00 帰途への

予定。詳細問い合わせは武田まで（携帯 090-25

21-5770）ご連絡を。 
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かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

＜総会＞ 

●2012（平成 24）年度総会 

日時：5月 26日（土）10:00-11:30 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

（川越市郭町 2-30-1） 

●懇親会（昼食会、ノンアルコール） 

日時：5月 26日（土）12:00-13:30 

場所：どんぐりの樹（川越市大手町 8-6） 

会費：1,500円の予定（当日集金） 

＜会合＞ 

◆広報委員会（2012年 5月度） 

日時：5月 9日（水）9:00-10:00 

場所：環境プラザ（つばさ館） 

（予定変更しました、川越市鯨井 782-3） 

●社会環境部会（2012年 5月度） 

日時：5月 11日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2012年 5月度） 

日時：5月 11日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催です。次回は 6月 8日（会

場は川越市役所 7 階 7Ｃ会議室）です。会員で

あれば自由に出席できる話し合いにご参加くだ

さい。 

◆理事会（2012年度第 3回） 

日時：5月 31日（木）9:00-11:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＜自然環境の調査・保全活動＞ 

★池辺公園定例活動 

日時：5月 1日（火）、6月 5日（火） 

9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：大辻（049-231-1510） 

	
 毎月第 1火曜日に開催。 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全活動 

日時：5月 14・28日（月）、6月 11・25日（月） 

9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全活動。いずれも南文化会館（ジョイフル）

9:30集合。 

★新緑の雑木林自然観察会 

日時：5月 19日（土）9:30-12:30  

集合：川越南文化会館（ジョイフル） 

場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地 

対象：一般、定員：先着 30人、経費：100円 

申し込み：5 月 7 日（月）9:00 より電話で環境

政策課 

	
 雑木林で樹木や林床に咲く花などを楽しみま

す。 

★虫の調査 

日時：5月 20日（日）9:00-12:00  

集合：川越南文化会館（ジョイフル） 

場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地 

	
 「（仮称）川越市森林公園」計画地で昆虫の専

門家である内田正吉さんを講師に虫の調査を行

います。どなたでもぜひご参加ください。 

★川の一斉水質調査試薬配付 

日時：5月 29日（火）15:00-16:30, 17:30-19:00 

場所：北公民館 1階（川越市氷川町 107） 

★川の一斉水質調査 

日時：6月 3日（日） 

場所：採水は川越市内各所、水質調査は主催団

体の方法に応じて決定（場所未定） 

参加申込・問い合わせ：武田（090-2521-5770） 
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会員・関係団体の主催行事

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118） 

☞森林公園かんさつ会 

	
 5･6 月当会主催：国営武蔵丘陵森林公園南口

休憩所	
 10:20集合。15:30過ぎ終了解散。参加

費 200円、入園料要、お弁当持参。雨天決行。 

◆5月 6日（日）・15日（火）当会主催 

	
 バードウイークです。鳥の囀りに包まれなが

らマツ林でハルゼミの抜け殻を探しましょう。

野草の解説は太田先生です 

◆6月 11日（月）当会主催 

	
 そろそろ梅雨入りの中で、カエルやトンボを

観察しましょう。野草の解説は太田先生です。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆5月 1日（火）・17日（木）、6月 5日（火）・

21日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆5月 13日（日）・6月 10日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆6月 23日（土）（5月 26日はかわごえ環境ネ

ット総会と重複のため中止です） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆5月 19日（土）10:00からの作業 

ネギの植え付け等 

◆6月 9日（土）10:00からの作業 

枝豆の植え付け等 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
2012年度予定表	
 （	
 ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
5 19 ネギの植え付け等 
6 9 枝豆の植え付け等 
7 14 16:00からの作業 
8   
9 8 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 13 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 10 里芋の収穫・芋煮会 
12 8 大根の収穫・ビニールはがし 
1 12（19） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 9（16） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
3 9 雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼ

うパン 

●みなみかぜ	
 いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：みなみかぜ	
 後藤・田崎 

（Tel.049-234-1200）場所：みなみかぜ（川越市

吉田 204-2） 

田んぼ活動ブログ http://blogs.dion.ne.jp/tanbo373

※活動には、誰でも参加できます。参加費はお

問い合わせください。イベント単発の活動参加

もできます。 

※田んぼの生きもの調査、一緒に活動しません

か？	
 田んぼまわりの動植物に興味がある個人

およびグループの募集をしています。 

※活動日及び作業日は、農作業だけでなく、「食」

「環境」についての様々な活動を、自然の天候

に合わせて行っています。 

	
 4 月から土曜日も活動日及び作業日に加わっ

ています。ぜひ、親子、グループでご参加くだ

さい。決定スケジュールは、別途発行の「田ん

ぼ通信 5月号」をご覧ください。 

※田んぼの会の「会員」（活動会員、応援団会員）

を募集しています。お問合せください。 

☞田んぼさらい&どろんこ DAY 

◆5月 19日（土）9:00-12:00 

	
 田んぼのごみ除去。子どもから大人まで一緒

に田んぼ遊び。田植え（6 月 9 日を予定）前の



月刊 かわごえ環境ネット	
 2012年 5月号	
 No.067 

- 11 - 

一大イベント。着替え等をご持参ください。 

☞第 2回オリエンテーション（田んぼ活動説明会） 

◆5月 20日（日）10:00-12:00 

	
 第 1回以降に入会した新会員への田んぼ活動

について説明 

☞活動日及び作業日（火・金・土曜日） 

◆5 月 1（火）・4（金）・5（土）・8（火）・11

（金）・15（火）・18（金）・22（火）・25（金）・

26（土）・29日（火）10:00-12:00 

☞例会（第 2土曜日） 

◆5月 12日（土）10:00-12:00 

●東洋大学環境コミュニケーションゼミ 

申込・問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose＊t

oyo.jp（＊は半角@に変換ください）, Fax.049-

239-1532, 5月 23日までにご連絡を） 

☞2012年度第 2回川越キャンパスエコツアー 

◆5月 25日（金）10:40-12:10「エゴノキの花見」 

◆6月22日（金）10:40-12:10「ハグロトンボなどの観察」 

場所：川越キャンパス 1号館 2階 1204教室（川

越市鯨井 2100），人数：10名程度，参加費：無

料，雨天決行（学生 80名ほどと一緒に行動しま

す。終了後は学食で食事できます。） 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼探鳥会	
 毎月第 2日曜日 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋、解散は同じ場所で正午ごろ。持ち物：

筆記用具、あれば双眼鏡。参加費：300 円、高

校生以下 100円（保険料・資料代として） 

◆5月 13日（日） 

	
 10日からバードウイークです。鳥たちの子孫

を残すために一番大事な子育てを守る行事です。

伊佐沼で繁殖するカイツブリ、オオヨシキリ、

バンなどを観察します。また空にコアジサシ、

コチドリがペアで鳴きながら飛びまわり、良い

季節になったのを知らせてくれます。 

◆6月 10日（日） 

	
 今年もかわいい雛を連れたカルガモの親子が

見られるでしょう。コアジサシは軽やかに飛翔

し、オオヨシキリは葦のてっぺんでさえずりま

す。 

広報委員会からのおしらせ
●「かわごえ環境ネット」にご入会ください 

	
 私たちは、かわごえの環境をよくするために

行政をはじめとするさまざまな団体と協働して

活動を行っています。個人会員は年会費 1,000

円、5 名以上の団体・事業者は、年会費 2,000

円です。会員になることで、本誌の送付などの

サービスが受けられます。また、さまざまな環

境活動に参加することができ、社会での活動の

場が広がります。 

	
 詳細は、かわごえ環境ネット事務局（川越市

環境政策課環境推進担当、川越市役所本庁舎 5

階、Tel.049-224-5866）へ問い合わせ、またはか

わごえ環境ネットホームページをご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net 

●本誌がカラーで見られます 

	
 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本誌が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利です。ぜひご活用くだ

さい。     http://kawagoekankyo.net/news 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	
 かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。         http://twitter.jp 

●編集後記	
 花の便りは遅れましたが、緑の色

が日増しに濃くなり、水もぬるむ良い季節にな

りました。5 月、6 月は環境に関わる諸行事が目

白押しです。総会を皮切りに、水質検査、環境

啓発展など、会員の皆様方のご協力を得なけれ

ばならない行事があります。万障お繰り合わせ

の上ご参加下さいますようお願いします。(K)	
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イベントカレンダー（5月 2日〜6月 30日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 

5/2 5/3 
憲法記念日 

5/4 
みどりの日	
 

◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/5 
こどもの日	
 

◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/6 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

5/7 5/8 
◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/9 
◆9:00広報委
員会 

5/10 5/11 
◎10:00みな
みかぜ作業日 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

5/12 
◎10:00みな
みかぜ例会 

5/13 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

5/14 
○本誌 6月号
原稿提出締切 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 植物調査 

5/15 
◎10:00みな
みかぜ作業日 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

5/16 5/17 
◎13:30まち
美化啓発運動 

5/18 
◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/19 
◎9:00田んぼさら
い&どろんこDAY
★9:30新緑の雑
木林自然観察会 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

5/20 
★9:00虫の調査 
◎10:00田ん
ぼ活動説明会 

5/21 5/22 
◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/23 5/24 
★8:30環境展
見学会 

5/25 
◎10:00みな
みかぜ作業日 
◎10:40川越キャ
ンパスエコツアー 

5/26 
◎10:00みな
みかぜ作業日 
●10:00総会 
●12:00懇親会 

5/27 5/28 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 保全活動 
 

5/29 
★15:00-16:30
17:30-19:00
川の一斉水質

調査試薬配付 
◎10:00みな
みかぜ作業日 

5/30 5/31 
◆9:00理事会 

6/1 6/2 

6/3 
★川の一斉水

質調査 

6/4 6/5 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/6 6/7 6/8 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

6/9 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

6/10 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

6/11 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 植物調査 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

6/12 6/13 6/14 6/15 6/16 
★9:00環境月
間啓発展 

6/17 
★9:00環境月
間啓発展 

6/18 6/19 6/20 6/21 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/22 
◎10:40川越キャ
ンパスエコツアー 

6/23 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/24 6/25 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 保全活動 

6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 
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